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日
本

人
と
タ
イ

人

の

「
依
頼

」
、
「
勧
誘

」
行
為

に

つ
い
て

―
対
人
関
係
を
維
持
す
る

ス
ト
ラ
テ

ジ
ー
を
中
心
に
―

ス

ニ
サ

ー

・
ウ

ィ

ッ
タ

ヤ

ー

パ

ン

ヤ

ー

ノ

ン

は
じ
め
に

 

じU
『
o
芝
昌

鋤
コ
α

ピ
①
<
営
ω
o
コ

(一
り
。。
刈
)

は
、
各

個
人

は

器

ぴq
p。
口
く
Φ

壁
o
Φ

ぞ
鋤
暮

と

O
O
ω凶二
く
Φ
貯
o
Φ
≦
鋤
暮

を
持

つ
と
し

て

い
る
。
彼

ら

に
よ
る

と
、

昌
①
ひq
四
二
く
Φ
富
o
①
≦
讐

け
と
は

「他

者

に
立

ち
入

ら
れ

た
く

な

い
、

邪
魔

さ

れ
た
く

な

い
」
と

い
う
消

極
的

な
願

望

で
、
O
o
ω
三
く
①
壁
o
①
零
鋤
耳

と
は

「
他
人

に
理
解

・
共
感

さ
れ

た

い
」

と

い
う
積
極

的

な
願
望

で
あ

る
。

 

「
依

頼

・
勧

誘
」

行
為

は
、
聞

き

手

に
何

ら

か

の
行

為
を

求

め
る
た

め
、

聞

き
手

の

「自

由

を
侵

害

さ

れ

た

く

な

い
」

と

い
う

昌
①
ひq
餌
江
く
Φ

富
o
Φ

≦
鋤
暮

を

侵

す
恐

れ
が

あ

る
。

そ

の
た

め
、
話

し
手

は
様

々
な
手

段

で
聞

き
手

の

コ
Φ
αq
鋤
菖
く
Φ
3
8

を
保

ち

つ
つ
自

分

の
目
的

を
達

成

し
よ

う

と
す

る
。

し

か
し
、
そ

の
手
段

は
言

語

に
よ

っ
て
異

な

る
た
め
、

異
文

化
間

の

摩

擦

が
生

じ
る
原

因

に
も
な

り
う

る
。

 

そ

こ

で
本
稿

で
は
、

ま
ず

日
本
人

と

タ
イ
人

が
ど

の
よ

う

に

「
依
頼

・

勧

誘
」

を
行

う

か
、
そ

れ
ぞ

れ

の
構

造

を
明
ら

か

に
す
る
。

そ

し

て
、

そ

の
結

果

を
踏

ま
え

た
上

で
、
「
依

頼

・
勧
誘

」

の
際
、

日

本

人

と

タ
イ

人

が
ど

ん
な
手

段

で
聞

き
手

の

口
①
ひq
ロ
江
く
Φ

融
o
①
を
保

ち

つ
つ
自

分

の
目

的

を
達
成

す
る

か
、

聞

き
手

の
負

担

を
減
少

さ

せ
る
配
慮

と
し

て
、
ど

の
よ

う

な

ス
ト
ラ

テ
ジ

ー

を
使
用

す

る
か
、
相

手

と

の
関

係

や
そ

の
内
容

に
よ

っ
て
、
そ

の

ス
ト
ラ

テ
ジ

ー

の
使

用
が

ど

の
よ
う

に
変

わ
る

か
、

そ
れ

ぞ

れ

の
特
徴

や
背
景

の
差

異

を
比
較

考
察

し
、

そ

れ
ら

の
差

異

に
よ

っ
て
生

じ
う

る
日

タ
イ
間

の

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
上

で
の
摩
擦

の
原

因
を

追
究

す

る
。

二
 
先
行
研
究

 

堀
江

(
一
九

九
五

)

は
日
本
語

タ

イ
語

の
依
頼
表

現

を
分
析

し

た
う

え

で
、

日
本

人

タ
イ
語
学

習
者

と

タ
イ
人

日
本

語
学

習
者

の
依
頼

表

現
理
解

の
問
題
点

を
指

摘
し

、
日

タ
イ

の
依
頼

表
現

の
ス
タ
イ

ル

の
違

い
を
説

明

し

て

い
る
。

ま
た
、

タ
イ

語
も

日
本
語

と
同

様
、

単

に
依

頼

の
文

型

の
形

を

具
え

て

い
る
だ
け

で

は
不
十
分

で
あ

る

こ
と

や
、

タ

イ
人
社

会

に

お

い

て
は
、
目

上

・
目
下

、
社
会

的
地

位

の
違

い
、
あ

る

い
は
相
手

と
の
距

離

の
違

い
に
よ

っ
て
依
頼

の
文

型
を

使
う
前

に
何

ら

か

の
娩

曲
的

な
表

現

、

ま

た

は

へ
り
く

だ

っ
た
表

現
な

ど
を
使

う

こ
と
も
指

摘

し

て

い
る
。

 

笹
川

(
一
九

九

四
)

は
、
九
言

語

の
デ

ー
タ

を

「
丁
寧

さ

の
ル
ー

ル
」

の
視
点

か
ら
分

析

し
、

「
丁
寧

さ

の

ル
ー

ル
」

の
異

文
化

間

に
お
け

る
比

較

を
行

な

っ
た
。

日
本
語

(
三
〇
人

)

の
他

、

タ
イ
語

(
一
五
人

)

な
ど
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を
対
象

と
し

た
調
査

で
あ

る
。

調
査

は
、
空

欄

の
デ

ィ

ス

コ
ー

ス
を
完
成

す

る
記
述

形
式

に
よ

る
、
九

ヶ
国
語

の
質

問
紙

で

の
方

式

で
行

わ
れ

た
。

そ

の
中

の
依
頼

の
場
面

で
は
、
日
本

語
が

二

二
八
、

タ
イ
語

が

八

二
の
方

略

数
が

カ
ウ

ン
ト
さ

れ
、

日
本
語

も
タ

イ
語
も

「
積
極

的

な
丁
寧

さ

の
方

略

」
が

一
番
多

く
使

用
さ

れ
る
が
、

タ

イ
語

に
関

し

て
は
具

体
的

に
ど
ん

な
方

略

が
使

用
さ
れ

る
か

は
述

べ
て

い
な

い
。

し

か
し
、

そ

の
下

位
方

略

に
お

い
て
日
本

人
が
多

く
使

用
す

る
方
略

と
し

て
、

「
助
力

の
要

請
」

(三

〇

・
三
%

)
、

ま
た
ブ

ル
ガ

リ
ア
語

(四

一

・
四
%
)
、

イ

ン
ド

ネ

シ
ア
語

(
二

八

・
七
%

)

に
多

い
方

略

と

し

て

「共

感

・
賞

賛

」
を

挙

げ

て

い

る
。

 

以
上
、

日
本

語
と

タ
イ
語

の

「
依
頼

・
勧

誘
」

行
為

に
関

す

る

二

つ
の

先
行

研
究

を
紹
介

し

た
。
前
者

に

つ
い
て
は
、
論

文
中

で
紹

介

さ
れ

た
タ

イ

語

の
依

頼
表

現

お
よ
び

ス
ト
ラ

テ
ジ

ー
は
実

証
デ

ー
タ

に
基

づ

い
た
も

の

で
は

な

い
。

ま
た
、

後
者

で
は

ア

ン

ケ

ー
ト

調
査

を

行

な

っ
た

の
だ

が
、

タ
イ
人

の
被
調
査

者
数

が

一
五
人

の
み

で
あ

っ
た
。

さ
ら

に
、

タ
イ

人

が

「依

頼

・
勧
誘

」
行
為

に
お

い
て
ど

の
よ
う
な

ス

ト
ラ

テ
ジ

ー
を
使

用

す

る
か

に

つ
い
て
、

具
体

的
な
指

摘
が

な

い
。

 

こ
の
よ
う

に
、
日
本

語

と
タ
イ

語

の

「
依
頼

・
勧

誘
」
行

為

の
比
較

研

究

は
過
去

に
お

い
て
ほ
と

ん
ど
例

が
な

い
と
言

え

る
。

本
稿

に
お

い
て
は

日
本
語

と
タ

イ
語

の

「
依
頼

・
勧

誘
」
行

為

お
よ
び

そ

の
背

景

を
比
較

研

究

す

る
。

っ
て

い
る
。

ω
$

二
Φ

(
一
九

七

九
)

は

発
話

内

行

為

を

一
、
断

定

型
、

二
、

行
為

指
示

型
、

三
、
行

為
拘
束

型

、
四
、

表
出

型
、

五
、

宣
言

の
五

種

類

に

分

類

し

て

い
る
。

(
こ

れ

ら

の

訳

語

は

池

上

・
河

上

に
よ

る

ピ
Φ
①
昌

(
一
九

八
三

)

の
翻

訳

に
従

う
。
)

二

の
行
為

指

示

型

は
、

聞

き

手

の
行
為

に
よ

っ
て
何

ら

か

の
効

果
が

生

み
出

さ

れ

る
よ
う
意

図

さ

れ
て

い
る
も

の
を

い
う
。
本

稿

で
は
、
基

本

的

に

「
依
頼

」
行

為

も

「勧

誘

」

行

為

も

ω
8

二
①

(
一
九

七

九
)

の

「
行

為

指

示

型
」

と

同

じ

と

す

る
。

つ
ま

り
、

「依

頼
」

行
為

も

「
勧
誘

」
行

為

も
話

し
手

が

聞

き

手

に
働

き

か
け
、
何

ら

か

の
行
為

を
求

め

る
行

為

で
あ

る

こ
と
と

す
る

。

 

ま

た
、
「
依

頼
」

と

「
勧

誘
」

の
区

別

に

つ

い
て

は
、
そ

れ

ぞ

れ

の
内

容

が
話

し
手

に
利
益

が
あ

る
か
、
聞

き

手

に
も
何

ら

か
の
利

益
が

あ

る
か

を

目
安

に
す

る
。

つ
ま
り

「
依
頼

」

に
お

い
て
は

、
受
益

者

が
依
頼

者

で

あ

り
、

「
勧
誘

」

に

お

い
て
は
、
聞

き
手

に
も

何

ら

か

の
利

益

が

あ

る

と

定
義

す

る
。

 

本
研

究

で

は
、
日
本

人

と
タ

イ

人

の

「
依

頼

」
「
勧

誘

」

の
認

識

の
仕

方

と

そ
の
違

い
が

「依

頼

」
と

「
勧
誘

」
行

為

の

ス
ト
ラ

テ
ジ

ー

に
ど
う

表

れ

る

か
を
考

察

す
る

た

め
、

ア

ン
ケ

ー
ト
調

査

を
行

っ
た
。

「
談

話

完

成

テ

ス
ト
」

で
得

ら
れ
た

発
話

に

つ
い
て
、
日
o
<
①
を

分
析

単
位

と

し

て

分

析

し
、

「
依
頼

・
勧

誘
」

の
パ

タ

ー

ン
を

明

ら

か

に
す

る
。

ま

た
、

日

タ
イ

の
パ
タ

ー

ン
の
差

を
通

し

て

ス
ト

ラ

テ
ジ

ー
を

分
析

し

、

「依

頼

・

勧

誘
」

発
話
行

為
を

比
較
考

察

す
る
。

一16一

 

三
 
研
究
方
法

 
「
依

頼

・
勧

誘
」

行
為

の
定

義

や
分

類

に

つ
い
て
は
、

多

く

の
論

考

が

発
表

さ
れ

て

い
る
が

、
研

究
者

に
よ

っ
て
そ

の
扱

う
範
囲

や
基

準
が

異

な

三
-
一
 

ア

ン
ケ

ー

ト

 
日
本

人

と
タ
イ

人

に
対

し

て
ア

ン
ケ

ー
ト
調
査

を
行

っ
た
。
被

調
査

者

は
、

日
本
人

一
〇

九
名
、

タ

イ
人

一
一

一
名

の
合

計

二

二

一
人

で
あ

る
。



調
査

は
、

二
〇
〇

五
年

一
二
月

か
ら

二
〇

〇
六
年

二
月

に
か

け
て
タ

イ

の

バ
ン

コ
ク
で
行

っ
た
。

 
被

調
査

者

は
、

日
本

人
タ

イ
人

と
も
、

在

タ
イ

日
本

企
業

で
仕
事

を
し

て

い
る
か
、
以
前

タ

イ
人
あ

る

い
は
日
本

人

と
働

い
た
経

験

の
あ

る
方
た

ち
で
あ

る
。
ご
協

力

い
た
だ

い
た

日
本
企
業

の
大
半

は

バ

ン

コ
ク
あ

る

い

は
そ

の
近

辺

に
所

在
す

る
企
業

で
あ

る
。

被
調

査
者
年

齢

は
、

日
本

人

・

タ
イ
人

と
も

二
〇
代

か
ら
五
〇

代

で
あ

る
。

 

「
談
話

完
成

テ
ス
ト
」

の
場
面

は
、

一
、
仕
事

上

の

「
依

頼
」
、

二
、
プ

ラ
イ

ベ
ー

ト

の

「依

頼

」
、

三
、
仕

事

上

の

「勧

誘

」

そ

し

て
、

四
、
プ

ラ
イ

ベ
ー
ト

の

「
勧
誘
」

の
四

つ
の
設
問

を
設

定

し
た
。

 

一
、

二

の

「
依
頼

」

場

面

に

つ

い
て

は
、

「
仕

事

上

の
依

頼

」

(以

降

「仕

事
」

と
略

す
)

と
し

て
自

分
が

任

さ
れ

て

い
る
仕

事

を
別

の
人

に
代

行
依

頼

す
る
場

面
を
、

「
プ

ラ
イ

ベ
ー

ト
の
依
頼

」

(以
降

「
チ

ャ
リ
テ

ィ

ー
」

と
略

す
)

と
し

て
仕

事

と

は
関

係

の
な

い
個
人

的

に
開
催

す

る
チ

ャ

リ
テ

ィ
ー
ラ

イ
ブ

の
チ
ケ

ッ
ト
購

入
を
依

頼

す
る
場

面
を

設
定

し

た
。

 

三
、

四

の

「
勧

誘
」

場

面

に

つ

い
て

は
、

「
仕

事

上

の
勧

誘
」

(以

降

「
社
内

セ
ミ

ナ
ー
」

と
略

す

)
と

し

て
、

自
分

が
主

催
す

る
社

内

セ
ミ

ナ

ー

へ
の
社

員

の
参

加

を
勧

誘

す

る
場
面

を

、
「
プ

ラ

イ

ベ
ー

ト

の
勧

誘
」

(以
降

「
パ

ー
テ

ィ
ー
」
と
略

す
)

と

し

て
、

仕
事

と

は
関
係

な
く

プ

ラ

イ

ベ
ー
ト

で
開

く
自
宅

で

の
パ

ー
テ

ィ
ー

へ
の
参
加

勧
誘

の
場

面

を
設
定

し
た
。

 

仕
事

と
プ

ラ
イ

ベ
ー
ト

の
場

面

を
別

々

に
設

定

し
た

の
は

、
そ

れ
ぞ

れ

の
場
面

に
お
け
る
日
本

人
タ

イ
人

の

ス
ト
ラ

テ
ジ

ー

の
違

い
の
有
無

を
調

べ
る
た
め

で
あ
る
。

「依

頼

」
「
勧

誘
」

の
内
容

や

相
手

と

の
人
間
関

係

の

他

に
、

場
面

も

ス
ト

ラ
テ
ジ

ー
を

選
択

す

る
要
因

の

一
つ
と

言

わ
れ

て

い

る
。
そ

こ
で
、

仕
事

と
プ

ラ
イ

ベ
ー

ト

の
両

場
面

を
取

り
上
げ

る
こ
と

に

し

た
。

 

ま
た
、

話

し
相
手

に
応

じ
た

「
依
頼

・
勧

誘

」

の

ス
ト

ラ
テ
ジ

ー

の
変

化

に

つ
い
て
調

べ
る
た

め

に
、

上
下
親

疎

の
観
点

か
ら
、

そ
れ

ぞ
れ

の
場

面

に

つ
い
て

「
上
司

」
「
親

し

い
同
僚

」

「単

な

る
同
僚

」

の
三
者

を
相

手

と
し

て
設

定

し
た
。

つ
ま

り
、
各

被

調
査
者

が

、

四

つ
の
場

面

×
三
種

類

の
相
手

で
合
計

一
二
間
を

回
答

す

る
こ

と
と
な

る
。

三
-
二
 

分

析

方

法

 

談
話

完

成

テ

ス
ト

で
得

ら

れ

た
デ

ー
タ

の
総

発
話

数

は
、

日

本

語

が

一
、
三

〇

八
件

、

タ
イ

語

が

一
、

三

三

二

件

合
計

二
、

六

五

二

件

で

あ

る
。
「
依

頼

・
勧

誘
」

の
調

査

内

容

に
対

し

て
、
「
頼

ま
な

い
」
あ

る

い

は
、

「誘

わ

な

い
」
と

い
う

答

え
が

、
日

本
語

の

一
、
三

〇

八
件

の
中

、

二
九
件

で
約

二
%
、

タ

イ
語

は
、

○

件

で
あ

っ
た
。

ま
ず
、

ひ
と

つ
ひ
と

つ
の
発

話

を

「∋
o
<
①
」
単
位

に
分

け
た

。
ヨ
o
<
Φ
と

は
発

話

行

為

の
中

で
話
し

手
が
発

す

る
発
話

機
能

の
最

小
単
位

の
こ
と

で
あ

る
。
依

頼

の
発

話

行
為

は
核

と
な

る
依
頼

の
機
能

そ

の
も

の
だ

け

で
成

立

し

て

い
る

と
は

限
ら
ず

、
通
常

「言

い
よ
ど

み
」
や

「
情

報
提

供
」

な
ど
、

さ

ま
ざ

ま
な

機

能

が
混
在

し

て

い
る
場

合

が
多

い
。
ヨ
o
<
①
と

い
う

小

さ
な

要
素

を

単

位

と

し
て
分
析

す

る
こ

と
で
、

よ
り

具
体

的

で
正
確

な
観
察

が

で
き

る
と

考

え

ら

れ
る
。

本
稿

で
は
発

話
デ

ー
タ

を
分

析

す

る
際

に
は

「ヨ
○
<
Φ
」

を
使
用

し
、

ス
ト

ラ
テ
ジ

ー
を

分
析

す

る
際

に
は

「
発
話
機

能
」

を
使

用

す

る
。
ま

た
、
依

頼

勧

誘

の
具
体

的

な

言

語

形
式

を
分

析

す

る

際

に
は

「
依
頼

・
勧

誘
」
表

現

、
と

い
う
言

葉

を
用

い
る
。
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三
-
二
⊥

 

 分

析
単

位

"
3
0
く
Φ

 
津

田

(
一
九

八
九
)

は
、
ヨ
o
<
Φ
を

「
会
話

の
中

で
話

し
手

が

発
す

る

ス
ピ

ー
チ

の
最

小

の
機
能

的

な
単
位

」

と
定
義

し

て

い
る
。

ま
た
、
中

田

二

九

九
〇
)

に
よ

る
と
、

元
来

の

臼
o
<
①
と
は
、

チ

ェ
ス
な

ど

の
駒

の

動

き
を
意

味
す

る
語

で
あ
り
、

そ

れ
が
会

話

の
分
析

に
応

用

さ
れ

て
、
相

手

に
対

し

て

ど

の
よ

う

な

は

た

ら

き

か

け

を

す

る

か
、

ど

う

い

っ
た

「
手
」

を
指
す

か
と

い
う
、
質

問
、

陣
述

、
要

求
な

ど

の
機

能

を
担

う
最

小

の
単
位

と
し

て
用

い
ら
れ

る
よ
う

に
な

っ
た
と

い
う
。
例

え
ば

、

 

A

"
「今

日

は
八
日

だ

っ
け
」

 

B

"
「
そ
う
だ

よ
。

な
ん

で
?
」

 

A

u
「
た
し

か
佐

藤

さ
ん

が

八
日

に
来

る

っ
て
言

っ
て
た

と
思

う

ん
だ

 
 

け

ど
」

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

(中

田

(
一
九

九
〇

)
)

 

以
上

の
B

の
発
話

に
二

つ
の

日
o
<
Φ
を
含

ま
れ

て

い
る
。

「
そ
う

だ
よ
」

の
部
分

は
先

行

す

る
A

の
質
問

に
対

す

る
答

え

で
、

「
な

ん

で

?
」

で

は

自

分

か
ら
逆

に
質

問
を

発
し

て

い
る
。

つ
ま

り
、

B
の
発
話

に
は

二

つ
の

機
能

が
含

ま

れ
て
お
り

、

二

つ
の

ヨ
o
<
①
が
認

め
ら

れ

る
。

 

三
-
二
ー
二
 

分
析

の
手
順

 

ま
ず

、
談
話

完
成

テ

ス

ト

の
各

発

話

デ

ー
タ

を

「ヨ
o
<
①
」

単
位

に
分

解

し

た
。

談
話
完

成

テ

ス
ト

の
日
本

語
話

者

の
発
話

を
例

に
取

る

と
、
次

の
よ
う

に
な

る
。

場
面

設
定
②

の

「
プ

ラ
イ

ベ
ー
ト

の
依
頼

」

場
面

で
、

相

手

に
自

分

の
チ

ャ
リ
テ

ィ
ー

コ
ン
サ

ー
ト

の
チ

ケ

ッ
ト
を
買

っ
て
く

れ

る
よ

う
依
頼

す

る
言

い
方

の
回
答

で
、

「
あ

の
う

、
実

は
今

度

友

人

と

チ

ヤ
リ

テ

ィ
ー
ラ
イ
ブ

を
す

る

こ
と

に
な

っ
た

ん
だ

け
ど
。

ぜ

ひ
成
功

さ

せ

た

い
ん

で
、
チ

ケ

ッ
ト
を
買

っ
て
ほ

し

い
ん
だ
。

面
倒

か
も

し

れ
な

い
け

ど
、

ぜ

ひ
頼

む
よ

。

(=

.卜。
・卜。
)
」

と

い
う

発
話

が

あ

っ
た
。

こ

の
中

に
は

「言

い
よ
ど

み
」

+

「
情
報

提

供
」

+

「願

望
」

+

「
依
頼

・
勧

誘
」

+

「謝

罪
、

恐
縮

」

+

「
懇

願
、
念

押

し
」

の
六

つ
の
機

能
が

含

ま
れ

て

い

て
、
六

つ
の

ヨ
o
<
①
に
よ

っ
て
構

成

さ
れ

て

い
る

こ
と

に
な

る
。

 

タ
イ
語

話
者

の
回
答

も
同

様

に

ヨ
o
<
Φ
ご

と

に
分
解

し
、

ど

の
よ
う

な

発
話

機
能

が
出

現
す

る

か
を
見

た
。

同
じ

く
場
面

設
定

②

の
、

チ

ケ

ッ
ト

を

買

っ
て
も
ら

う
と

い
う
依

頼

の
場
面

で
の
回
答

で
、

 

「
評
霧

 
6
ゴ
⇔
巴

。。
昏
8

9
90
 
凶
四
コ
ω
四
α
cり
㊦
 
α
〇
三
三

パ
鋤
曽
コ
『
ロ
ωα
旨
コ
注

ω
寄
 

ロ
巴

匹
二
⊆

α
○
葺

「
一=

簿

≦

α
鋤
巴

σ
二
昌

匹
⇔
巴

昌
馳

 

轟

≦

O
Φ
コ

評
げ
○
昌

陰

冨
一
〇
9
巴

ズ
8
ヨ
ヨ
曾

鋤
き

昌
い一
鼠
9
鼠

っ
鼠
9
鼠

9

(ケ

ー

(対
称

代
名

詞
)
、

チ

ャ
リ

テ

ィ
ー
ラ

イ
ブ

の
チ

ケ

ッ
ト
を

ち

ょ

っ
と
買

っ
て
く

だ

さ

い
。
音

楽

も
聴

け

て
お
布
施

も

で
き

る
ん

で
す

よ
。

私

が
主
催

す

る
ん
だ

。

コ
メ

ン
ト
を

聞

か
せ

て
。

ね
、

ね
、

ね
)

(↓
一
・卜。
●

卜。
)
」
と

い
う
発
話

に
は
、

「
呼
び

か
け

」

+

「
依
頼

・
勧
誘

」

+

「
補
償

」

+

「
情
報

提
供

」

+

「
賞
賛

」

+

「懇

願

・
念
押

し
」

の
六

つ
の
機
能

が

含

ま
れ

て

い
て
、
六

つ
の

ヨ
o
<
Φ
に
よ

っ
て
構
成

さ

れ

て

い
る

こ

と
に
な

る
。

 

次

に
、

そ

の

∋
o
<
①
が
構

成

す

る
パ
タ

ー

ン
を

分
析

し
、

比
較

的
頻

度

の
高

い
上

位

の
三

パ
タ
ー

ン
を

示
す
。

さ

ら

に
、

そ

れ
ら

の
パ

タ

ー

ン
に

ど

の
よ

う
な
機
能

が

ど

の
よ
う

な
順
序

で
使

わ

れ
る

か
を
調

べ
る
。

そ
し

て
、
そ

の
際

「依

頼

・
勧
誘

」
行

為

を
構
成

す

る

ヨ
o
<
Φ
の
数

の
内
訳

も

調

べ
る
。

 

そ

し

て
、

そ

の
結

果

を
基

に
、

「
依

頼

・
勧

誘
」

の
際
、

日
本

人

と
タ

イ
人

が
そ

れ
ぞ
れ

ど

の
よ
う

な
手
段

で
聞

き
手

の

コ
①
ひq
餌
鉱
く
Φ

3
0
Φ
を
保
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ち

つ

つ
自

分

の
目
的

を
達
成

す

る
か
、
聞

き

手

の
負

担

を
減
少

さ

せ
る
配

慮

と
し

て
、

ど

の
よ
う

な

ス
ト

ラ
テ
ジ

ー
を

使
用

す

る
か
、
相

手

と

の
関

係

や

そ
の
内
容

に
よ

っ
て
、

ス
ト
ラ

テ
ジ

ー
が

ど

の
よ
う

に
変

わ
る

か
、

両

国
人

の
特
徴

や
背
景

の
差

異
を

比
較

考
察

す

る
。

四
 
分
析
の
結
果

四
⊥

 

 ∋
O
<
Φ
の

種

類

 

「
依
頼

・
勧

誘

」
が

ど

の
よ
う

な

発
話

…機
能

を

用

い
て
行

わ
れ

る

か

を

み
る

た
め

に
、

日
o
<
Φ
別

に
分
類

し

た
。
今

回

の
発

話

文

に
は

以
下

の
二

〇

種
類

の
も

の
が
使

わ
れ

る
。
日

本
語

あ

る

い
は
タ
イ

語

の
ど

ち
ら

か
に

し
か
な

い
も

の
も
含

ま
れ

る
。

①

「
依

頼

・
勧
誘

」
"
「依

頼

」
ま

た

は

「
勧

誘
」

の
発
話

行

為

の
中

心

で
あ

り
、

話

し
手
が
聞

き
手

に
し
て

ほ
し

い
こ
と
を
表

す
核

と
な

る
部
分

で
あ

る
。

J

"
「
チ
ケ

ッ
ト
を
買

っ
て
く
だ

さ

い
」

T

U
「∩
7
⇔
巴

ω
昏
ヨ

録
凶

叶
7
0
口
ω
⑪
曾

コ
い
一
(チ

ケ

ッ
ト
を
買

っ
て
く
だ

さ

 

 

い
)
」

②

「呼

び

か
け
」

日
相
手

と

の
関

係

や
親
密

度

を
示

す
。

 

本
稿

の
調
査

デ

ー
タ

に
出

て
き

た

「
呼

び

か

け
」

は
主

に

4
種

類

あ

る
。

一
、
相

手

の
名

前

J

日
「
名

前
、

名

前

+
さ

ん
、
名

前

+
君
」
、

T

"

 

「
名
前

、
聾

§

+
名
前

(名

前

+
さ

ん
ご

二
、
職
業

名
称

 
J

日
「
部

長
、

課
長

」
、

T

"
「姦

⇔
畠

鋤

(
上
司

)
」

三
、
親
戚

名
称

 

T

"
「9

凱

(お
姉

さ

ん
、

お
兄

さ
ん
)
」

四
、
対

称

代
名

詞

J

u
「
君
」
、

T

"
「夢
留

口

(あ

な

た

さ
ま

)
、
写

琶

 

(あ
な

た
)
、
9
㊤
㊤

(あ

な

た
)
、
ε
p。
っ
①
①
6

(あ

な
た
)
、

コ
餌
巴

(
あ
な

 

た

)
、
9

巳
四
昌

(友

達
)
、
厨

c・

(
お
前

、

き

み
)
、
日
日
ご

(お

前

、
き

 

み
)
」

③

「
言

い
よ

ど
み
」
日
遠
慮

の
姿
勢

を

示
す
。

J

"
「
あ

の
ー
、

ち

ょ

っ
と
」
、
T

U
「
っ
①
㊤

(あ

の
i
)
」

④

「
話
題

予
告

」
"
「依

頼

・
勧
誘

」
を

す

る
こ

と
を
明

ら

か
に
す

る
。

J

"
「
お
願

い
が

あ
る

ん

で
す

が
」

T

"
「
日
躍

「
魯
鋤
d
6
叱

「
9

評
¢
◎
口

(迷
惑

を

か
け

る

こ
と
が
あ

る

ん
で
す

 

 

が
)
」

⑤

「
情
報

提
供
」
"
「依

頼

・
勧
誘

」
行
為

の
遂

行

を
必
要

と

す
る
状

況
、

 

事

情
を
説

明

す
る
。

J

"
「
実

は
今
度

の
日
曜

日

に
家

で
新

年
会

を
開

こ
う

と
思

う

ん

で
す
が
」

T

"
碍

げ
雪

己

毫
き

ポ

讐
甑
叶

昌
麟

けげ
凱

9

き

O
叱

3
9

四
き

9

ヨ
鋤
凶

 

 

喜

鋤
9

(実

は
今
度

の
日
曜

日

に
家

で
新
年

会

を
す

る
ん

で
す

が
)
」

⑥

「
願
望

」
"
話

し
手

の
気
持

ち
や
望

み
な

ど
を
知

ら

せ
る
。

J

"
「
皆

に
楽

し
ん

で
ほ
し

い
ん

で
す
」

T

"
ぞ

壁

評
げ
繊

9
欝

写

o
口
邑

一
評
げ
き

ヨ

ω
穿

(皆

に
幸

せ

に
な

っ
て

 

 

ほ
し

い
ん
だ

)
」

⑦

「
質
問

」
u
依

頼
遂
行

で
き

る
状

況

に
あ

る
か
ど

う

か
を
尋

ね

る
。

J

"
「
あ

し
た
明

い
て

い
ま

す

か
」
、
「
音

楽

に
興
味
あ

り

ま
す

か
」

T

H
「
ヨ
巴

ω
留

O
≦
9

℃
ぼ

9

三
凶
芝
鋤
⇔
O
ヨ
魅

(あ

し
た

明

い
て

い
ま

す

 

 

か
)
」
、
「
o
δ

り
℃
α
○
暮
島

ヨ
讐

(音

楽
が
好

き

で
す

か
)
」

⑧

「
許
可

」
"
そ

の
場

の
相

手

の
都

合

を
尋

ね
る
。

J

"
「
ち

ょ

っ
と

い
い
で
す

か
」

T

u
「
写

α
Q
≦
Φ
Φ
一鎚

コ
鰹

α
鋤
鉱

ヨ
臥
凶
写

腎

(ち

ょ

っ
と
お
時

間

を

い
た
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だ

け
ま

す

か
)

⑨

「
謝

罪
、

恐
縮
」
"
相

手

に
対

し

て
恐
縮

の
意

を
示

す
。

J

"
「
す

み
ま

せ

ん
」
、

「
お
忙

し

い
と

こ

ろ
、
申

し
訳

あ

り

ま

せ
ん

が
」

 

 

「
遠

い
け

ど
」

T

U
「貯
ま

Q

昏

ひ
o
け
昌
魅
っ
叶
げ
鰹

(
す

み
ま
せ

ん
が
)
」

「
ぴ
鋤
四
コ

箆
巴

昌
9

 

 

口
腎

評
げ
腎

(家

が

ち

ょ

っ
と
遠

い
け
ど
)
」

⑩

「保

障
」
"
協
力

を
申

し
出

る
。

J

"
「書

類

は
全
部

用
意

し

て
お
く

か
ら
」

T

"
「巳

鋤
ヨ
ぶ

①
犀
冨

ω
壁

コ
白
鋤

げ
巴

∋
α
二
伽
。・
≦

(書

類

は
全

部
用

意
し

 

 

て
お

い
た

か
ら
)
」

⑪

「限

定
」
u
「依
頼

・
勧

誘
」

の
大

き

さ
を
小

さ
く

す
る
。

J

H
コ

枚

で

い
い
ん

で
す
」

T

u
「げ
蝕

臼
鋤
≦

δ

o
魯

巴

(
一
枚

で

い
い
の
で
)
」

⑫

「前

提

」
"
依
頼

に
応

え

な
く

て
も
よ

い
選
択

権
を

与
え

る
。

J

"
「
で
き

れ
ば
」
、

「
よ

か

っ
た
ら

」

T

"
「9
欝

ミ
留

ご

(空

い
て

い
た
ら
)
」
、

 

 

「O
一凶ヨ
蹴

昌
凱
窪
節
鋤
ヨ
蹴

邑

一
℃
「
o
o
ξ

c・
。・ヨ

匪

同言
警

(お
正
月

に
他

 

 

に
予
定

が

な
か

っ
た
ら

)
」

⑬

「補

償

壮

相

手

の
欲
求

に
配
慮

し

て

い
る
こ
と
を

示
す

。
内
容

的

に

 

大

き
く

三

つ
に
分

け

ら

れ
る
。

一
、

お
ご

る
型

"
聞

き
手

に
交

換
条

件
を

提
示

し
た

り
、
特

定

の
協

力

を

 

申

し
出

た
り

す
る
内
容

。

 

J

"
「
今
度

お
ご

る

か
ら
」
、

「
今
度

、
代

わ

り

に
仕

事
を

す
る

か
ら
」

 

T

"
コ
簿
≦

o
鷺

一冨
6

聾

留

毛

昌
腎

(今
度

お
ご

る

か
ら
)
」
、

コ
誇
薯

 

 

 

≦
鋤
三
似
d
ヨ
竃

費
巴

o
惣

∩
ゴ
⇔
p
=

Φ
ヨ
け三
凶

(今

度
、

何

か
あ

っ
た

 

 
 

ら
、

手
伝

う

か
ら
)
」

二
、
物
自

体

が

い

い
型

u
当
該

す

る
こ

と
や
も

の
が

ど
の
よ

う

に

い

い
か

 

説
明

す

る
内
容

。

 

J

"
「
と

て

も

有

名

な

先

生

が

来

る

よ
」
、

T

"
「
鼠

町

い
り
6

ヨ
=

 

 
 
筈

a
∈
ω壁
d
コ
腎

(歌

手

が
有

名

な
ん

だ
よ
)
」

三
、
あ

な

た

の
た
め
型

u
聞

き
手

が

「依

頼

・
勧
誘
」

に
応

え

た

ら
、
何

 

が
得

ら

れ
る

か
を
強

調
す

る
内
容

。

 

J

"
「
た

め

に
な

る
か
ら
」

 

T

"
「
α
巴

貯
6
0
巨
①
①
6
℃
げ
「
い
O
ぼ
い
諏
eり
毛

《
①
d
α
鋤
鋤
一
げ
二
口
血
O
巴

(き

 

 
 

れ

い
な
音

楽

を
聴

け
る

し
、
徳

を
積

め
る

ん
だ
よ

)
」

⑭

「賞

賛

」
"
相

手

に
関

心

を

払

っ
た

り
、
相

手

へ
の
興

味

を

強

調

す

 

 
 

る
。

 

J

"
「
ぜ

ひ
課

長

の
ご

意

見
を
聞

か

せ
も

ら

い
た

い
ん

で
す
」

 

T

"
碍

ま

9
9

Φ
㊤
口
暮

き

留

∋
き

℃
8

δ
讐

&

巴

鼠

9
7
鼠

9

 

 
 

(私

た

ち

の
名

誉

の

た

め

に
課

長

に
来

て

い
た

だ

き

た

い
ん

で

 

 
 

す
)
」

⑮

「
懇
願

、
念

押

し
」
"
く

り

か
え

し
頼

ん

だ
り
、

強
く

願
う

こ
と
を
表

 

す

。

 

J

u
「
頼

む

よ
」

 

T

"
「
o
プ
O
巴

コ
該

コ
腎

(頼

む
よ
)

《
帥
鋤

日
目

ヨ

醇
9

(忘

れ

な

い
で

 

 
 

ね
)
」

⑯

「
お
礼

」
"
相
手

が
行
う

だ

ろ
う

と

い
う

こ
と

に
対

し
て
感

謝

す
る
。

 

J

"
「
あ
り

が
と

う
ご
ざ

い
ま
す
」

 

T

U
「
評
δ

り
℃
評
ゴ
⊆
口
評
げ
讐

(
あ
り
が

と
う
ご

ざ

い
ま
す

)
」

⑰

「
心

配
」
"
行
為

に
関

し

て
心
配
事

を
告

げ

る
。
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move数 別 にみ た発話 件 数の 内訳表1

move数 0個 1個 2個 3個 4個 5個 6個 7個 8個 9個 10個 11個

J集 計 29 32 216 350 270 194 124 48 22 16 6 1

T集 計 0 28 165 380 341 213 132 42 22 8 0 1

 
J

"
「
人
が
集

ま

る
か
ど

う

か
。
。
。
」

 

T

"
「評
げ
似
巴

録
四
ヨ
魁

評
ま

9

&

鋤
=
①
㊤
一
(チ

ケ

 

 

 

ッ
ト
あ

ま
り
売

れ

な

い
ん
だ
)
」

⑱

「
謙

遜
」
u
自

分

の

こ
と
を
低

く
言

う
。

 

J

H
「
手
料
理

で

す
け

ど
」

⑲

「
挨

拶
」
"
そ

の
場

に
合

っ
た
挨
拶

を
言

う
。

 

T

"
「ω
鋤
≦
騨

α
躍
評
げ
肥

(
こ
ん

に
ち

は
)
」

⑳

「
そ

の
他
」
u
以

上

の
も

の
に
入
ら

な

い
も

の

 

J

一
「
今
度

、
き

み

が
主

催

す

る

こ

と

に
な

る

か

 

 

 
も
し

れ
な

い
か
ら

さ
あ
。
」

 

T

"
「ヨ
鋤

∋
き

ζ

α
9

⇒
鴨

≦
ひ
o
凶
(来

な

か

っ

 

 

 
た
ら
怒

る
よ

)
」

 

以
上

の
よ
う

に

「謙

遜
」

は

日
本
語

の
み

に
み
ら

れ
、

一
方

「
挨

拶

」
は

タ

イ

語

に

の

み
、

み

ら

れ

る
。

四
-
二
 

「
依

頼

・
勧

誘

」

行

為

の

3
0
<
Φ
構

成

 

四
-
二
⊥

 

 「
依

頼

・
勧

誘
」

行

為
を

構

成

す

る

 

 

 

 

3
0
<
Φ
の
数

 

各
発
話

が

い
く

つ
の

ヨ
o
<
Φ
で
構
成

さ

れ

て
い
た

か
を
日

タ

イ
別

に

ま
と

め
る
。

ヨ
o
<
①
の
出

現
件

数

を

カ

ウ

ン
ト

す

る

際

に
、

一
発

話

の
中

に
同

一
の

ヨ
o
く
Φ
が
繰

り
返

さ
れ

て
使

用

さ

れ
る
場

合

、

そ
れ

ら
を
複

数

の

∋
o
<
①
と

し

て
数

え
た

。

 

以

上

の
よ

う

に
、

極
端

に
多

い
、

あ

る

い
は
少
な

い
も

の
も
あ

る
が
、
日
本

語

も
タ

イ
語

も

三

つ
あ

る

い
は

四

つ
の

ヨ
o
<
Φ

で
構

成

さ
れ

て

い
る
も

の
が
最

も
多

い
。

 

四
⊥

一⊥

一

∋
o
く
Φ
の
使
用
傾

向

 
ヨ
o
<
①
の
全

体

の
使

用
件

数

と
割

合

を
示

し

た
も

の
が
表

2
で
あ

る
。

日
本
語

は

ヨ
o
<
①
使

用
件
数

が
五

、
〇

六

二
件

、

タ
イ
語

は

五
、

三

一
八

件

で
、
合

計

一
〇
、

三
八
〇

件

と
な

っ
た
。

 
全

二
、
六

四
〇
件

の
発
話

か
ら
得

た
総

∋
o
<
Φ
数

は

一
〇
、

三

八
〇
件

で
あ

る
。

 

表

2

か
ら

わ

か

る
よ

う

に
、

日
本

語

で

も

タ
イ

語

で
も

相
手

を

問

わ

ず

、
も

っ
と
も
多
く
使

用

さ
れ

る
発
話
機

能

が
、

「依

頼

・
勧

誘
」
、

次

い

で
二
番

目

に
多

く
使
用

さ
れ

る

の
が
、
聞

き
手

に
な
ぜ

「
依
頼

・
勧

誘
」

す
る

か
そ

の
状

況
や
事

情
を

説
明

す

る

「
情
報

提
供

」

と

い
う
機
能

で
あ

る
。
日
本

語

と
タ
イ
語

の

「
依
頼

・
勧

誘
」
行

為

に
共
通

の
基

本
的

機
能

は

「
依
頼

・
勧

誘
」

と

「
情

報
提

供
」

で
あ

る

こ
と
が

わ
か

る
。

 

し

か
し
、

さ
ら

に
そ

の
次

に
多

く
使

用

さ
れ

る
発
話
機

能

で

は
日
本

語

と

タ
イ

語

の
間

に
違

い
が

見

ら

れ

た
。
日

本

語

の
場

合

は
相

手

を

問

わ

ず

、
聞

き
手

に
恐
縮

の
意
味

を
示

す

「謝

罪

」
が
使

用

さ
れ

て

い
る
が

、

そ
れ

に
対
し

て
、

タ
イ
語

の
場
合

は
、

上
司

に
対

し

て
は

「
呼
び

か
け

」
、

親

し

い
同

僚

と
同
僚

に
対

し
て

は

「
補

償

」

で
あ

る
。

「
呼

び

か
け
」

と

「
補
償

」

の
使

用
件

数

に

つ
い
て
、

タ
イ
語

と
日
本

語

を
比

較

す
る

と
、

か
な

り

の
差
異

が

み
ら

れ

る
。

一
方

、
「
謝

罪

」
と

「
前

提

」

の
使

用

件

率

は

タ
イ
語

で
は

か
な
り
低

い
。

 

こ
こ

で
日
本
語

と
タ
イ
語

の
使

用
傾

向
を

ま

と
め

て
み

る
と

以
下

の
よ

う

に
な
る
。
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表2全 体のmove使 用 件 数 と割合

上  司 同僚 ・親 同僚 ・疎

move 日本人 タイ人 日本人 タイ人 日本人 タイ人

依頼 ・勧誘 450(25%) 442(24%) 460(29%) 482(28%) 441(27%) 424(25%)

呼びかけ 84 (5%) 297(16%) 41 (3%) 156 (9%) 66 (4%) 140 (8%)

言い淀 み 12 (1%) 2 (0%) 31 (2%) 54 (3%) 12 (1%) 10 (1%)

話題予告 50 (3%) 21 (1%) 37 (2%) 10 (1%) 37 (2%) 27 (2%)

情報提供 433(24%) 391(21%) 411(26%) 367(21%) 428(26%) 374(22%)

願望 27 (1%) 6 (0%) 13 (1%) 2 (0%) 19 (1%) o (o/)

情報要求(質 問) 105 (6%) 115 (6%) 77 (5%) 78 (4%) 91 (6%) 121 (7%)

情報要求(許 可) 30 (2%) 5 (0%) 12 (1%) 0 (0%) 21 (1%) 2 (0%)

謝罪 ・恐縮 280(15%) 117 (6%) 185(12%) 51 (3%) 208(13%) 93 (5%)

保証 12 (1%) 47 (3%) 14 (1%) 55 (3%) 15 (1%) 58 (3%)

限定 20 (1%) 4 (0%) 15 (1%) 5 (0%) 13 (1%) 4 (0%)

前提 106 (6%) 61 (3%) 60 (4%) 30 (2%) 118 (7%) 67 (4%)

補償 59 (3%) 182(10%) 88 (6%) 251(14%) 69 (4%) 228(13%)

賞賛 58 (3%) 101 (5%) 12 (1%) 35 (2%) 16 (1%) 30 (2%)

懇願 ・念押 し 74 (4%) 25 (1%) 77 (5%) 108 (6%) 49 (3%) 70 (4%)

礼 1 (0%) 37 (2%) 2 (0%) 20 (1%) o (o/) 33 (2%)

心配 15 (1%) 6 (0%) 24 (2%) 16 (1%) 16 (1%) 4 (0%)

謙遜 7 (0%) o co/〉 2 (0%) 0 (0%) 5 (0%) o (o/)

遠慮 2 (0%) 3 (0%) 4 (0%1 3 (0%) 4 (0%) 5 (0%)

挨拶 o (o/) 10 (1%) 0 (0%) 10 (1%) 0 (0%) 18 (1%)

その他 9 (0%) 1 (0%) 24 (2%) 3 (0%) 11 (1%) 1 (0%)

合  計 1834(100%) 1873(100%) 1589(100%) 1736(100%) 1639(100%) 1709(100%)

四
⊥
二
 

相

手

と

場

面

に

よ

る

分

析

の

 

 

 

結

果

 

「
仕
事

」

場

面

の

ヨ
o
<
①
の

使

用

人

数

の

割
合

を
表

3
に
ま
と

め

る
。

 

「仕

事

」

で

は
、
日

タ

イ
両

言

語

に

お

い

て
最
も
多

く

あ
ら

わ
れ

る
発
話

機
能

は

「
情

報
提

供
」

で
あ

り
、

二
番

目

に
多

い
の
は
、

直

接
的

に
依
頼

を
働

き

か
け

る

「依

頼

」

で

あ
る
が

、

そ

の
次

に
多

く
あ

ら

わ
れ

る
発
話

機

能

は
、
日

本
語

に

お

い
て
は
依

頼

す

る
こ

 
日

本

語

「
依

頼

・
勧

誘

」
、

「
情

報

提

供
」
、

「
謝

罪
」

 

タ

イ

語

 
「
依

頼

・
勧

誘

」
、

「
情

報

提

供
」
、

「
呼

び

か
け
」

あ

る

い
は

「
補
償

」

 

「依

頼

・
勧

誘
」

の
内
容

や
相

手

と

の
関

係

に
よ

っ
て
、
話

し
手

・
聞

き
手

双
方

の
感

じ

る
負
担

の
度
合

は
異
な

る
。
負

担

が
大

き

い
ほ
ど
相

手

へ
の
配
慮

が
必

要

に
な

り
、

そ

の
た
め
使

用
す

る

ス
ト
ラ

テ
ジ

ー
も

異

な

っ

て
く
る

こ
と

は
推

測

で
き

る
。

 
次

に
、

日
タ

イ

の
間

で
は
、
相

手

と

の
関

係

や
場
面

に
よ

っ
て

「
依
頼

・
勧

誘

」
行

為

の
ス
ト

ラ
テ
ジ

ー
が

ど

の
よ
う

に
変

化

す
る

か
を
検
証

す

る
。
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表3「 仕 事 」場 面の 各m◎veの 使用 人 数の 割合

上  司 同僚 ・親 同僚 ・疎

move 日本人 タイ人 日本人 タイ人 日本人 タイ人

依頼 ・勧誘 94 95% 99% 100% 96% 96%

呼びかけ 19% 65 11% 39% 18% 39%

言い淀 み 5% 1% 7% 16% 3% 1%

話題予告 21% 14% 20% 7% 21% 17%

情報提供 92% 96 86% ... .,. 96%

願望 1% 0% 1% o/ 1% 0%

情報要求(質 問) 24% 30% 23% 24% 20% 35%

情報 要求(許 可) 9% 2% 6% o/ 9% 1%

謝罪 ・恐縮 83% 34% 64 6% 72% 22%

保障 3% 6% 5% 7% 6% 6%

限定 1% o% o/ 0% 1% o/

前提 16% 2% 15% 3% 23% 5%

補償 1% o/ 6% 7% 1% 6%

賞賛 6% 10% 5% 9% 6% 6%

懇願 ・念押 し 10% 6% 8% 18% 6% 13%

礼 0% 17% 1% 15% 0% 18%

心配 1% 1% 2% o/ 4% 0%

謙遜 0% o/ o/ 0% o/ o%

遠慮 2% 2% 1% 1% o/ 1%

挨拶 o/ 4% 0% 5% o/ 4%

その他 2% 1% 1% o% o/ o/

と

に
対

し

て
相

手

の
恐

縮

の
意

味

を

示

す

「謝

罪

」
、

タ
イ

語

に
お

い
て
は

「
呼
び

か

け
」

と

な

っ
て

い
る
。

日
本
語

の

「
謝
罪

」
を

相
手

別

に
見

る
と
、

親

し

い
同
僚

に
対

し

て
は
少

な

い
が
、

全

体

的

に
タ

イ
人

の
割

合

よ
り
、

か
な
り
異

な

っ
て

い
る
。
 

 
 

,

 

そ

れ

に
対

し

て
、

タ
イ
語

の

「呼

び

か
け
」

を

相

手
別

に
み
る

と
、

ど

の
相
手

に
対

し

て
も

日
本

の
使

用
割
合

と
比

べ
る
と
高

い
の
だ
が

、
上

司

に

対
し

て

の
使

用
割

合

の
ほ
う

が
、
親

し

い
同
僚

と

同
僚

に
対

し

て
の
割
合

よ

り
多
く

あ

ら
わ

れ
る
。

 

ま
と
め

る
と
、

こ
の
仕
事

上

の

「
依

頼
」

場
面

で
は
、
相

手

を

問

わ
ず

、
「
謝

罪

」

と

「呼

び

か

け
」

の
使

用

に
日

タ
イ

の
違

い
が
あ

り
、

日
本
語

に
お

い
て
中
心

的
な

発
話
機

能

は

「情

報
提

供

」
、

「依

頼
」

そ

し

て

「
謝

罪

」

で

あ

る

の

に
対

し

て
、

タ

イ

語

に

お

い
て

は

「
情

報

提

供

」
、

「
依

頼

」
そ

し

て

「
呼
び

か
け
」

で
あ

る

こ
と
が
言

え

る
。

 

表

4
は

「
チ

ャ
リ

テ

ィ
ー
」

場

面

の
各

ヨ
o
<
①

の
使
用

人
数

の
割
合

を

示
し

た
も

の

で
あ
る
。

 

「
チ

ャ
リ

テ

ィ

ー
」
場

面

に

お

い
て

は
、

日

タ

イ
両
言

語

と
も

「
依
頼

」

と

「
情
報

提

供
」

の
出

現

度

合

い
が

一
位

と

二
位

を
占

め

て

い
る

が
、

「
依

頼
」

の
割

合
も

「
情
報

提
供

」

の
割
合

も

相
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表4 「チ ャ リテ ィー」場面 の各moveの 使 用 人数 の割 合

上  司 同僚 ・親 同僚 ・疎

move 日本人 タイ人 日本人 タイ人 日本人 タイ人

依頼 ・勧誘 ,.. ..

96% 93% 94% 77%

呼 びか け 17% 72 10% 40% 16% 32

言 い淀み 1% 0% 8% 13% 3% 5%

話題予告 8% 2% 7% 1% 5% 5%

情報提供
...

73% 79% 60% 83% 72

願望 6% 1% 6% 1% 5% 0%

情報要求(質 問) 18% 23% 10% 13% 17% 28%

情報要求(許可) 7% 2% 2% 0% 5% 1%

謝罪 ・恐縮 33% 5% 17% 0% 20% 7%

保障 0% 3% o/ 2% o% 2%

限定 14% 2% 9% 4% 9% 4%

前提 42% 8% 24% 4% 41% 7%

補償 6% 55% 8% 55% 6% 50

賞賛 5% 9% o/ 5% 2% 6%

懇願 ・念押 し 18% 2% 25% 16%    9%
一一}}一

10%

礼 1% 7% 0% 4% 0% 6%

心配 9% 5% 15% 14% 7% 4%

謙遜 1% o% 0% 0% 0% o%

遠慮 o% o/ 2% 0% 4% 0%

挨拶 o% 3% 0% 2% 0% 6%

その他 2% o/ 9% 1% 2% 0%

手

を
問

わ
ず

、
日

本
語

の
割
合

の
ほ
う

が
タ

イ
語

の
割
合

よ

り
高

い
。

 

三
番

目

に
多
く

あ
ら

わ
れ

る
発
話

機
能

は
、
相

手

に
よ

っ
て
異
な

る
。

日
本
語

に
お

い
て

は
親

し

い
同

僚

に
対

し

て

は

「
懇

願

・
念

押

し
」
、
上

司

と
同
僚

に
対

し

て
は

「前

提
」

と

な

っ
て

い
る
。

タ
イ
語

に
お

い
て
は
上

司

に
対

し

て
は

「
呼
び

か

け
」
、
親

し

い
同
僚

と
同

僚

に
対
し

て
は

「
補

償
」

と
な

っ
て

い
る
。

 

日
本

語

の

「
前

提
」

の
割
合

が

二
〇
%

以

上
を

占

め

て

い
る

の
に
対

し
て
、

タ
イ
語

の
割

合

が
、

一
〇
%

以
下

に
留

ま

っ
て

い
る
。

一
方
、

「補

償

」

は
タ

イ
語

に

お

い
て

は
ど

の
相

手

も
五

〇
%

か

ら

の
割
合

を
占

め

て

い
る

の
に
対

し

て
、

日
本

語

で

は

一
〇

%

以

下

に
留

ま

っ
て

い
る

結

果

で
あ

っ

た
。

日
本
語

と

タ
イ
語

の

「前

提
」

と

「
補

償
」

の
出

現
件
数

の
違

い
が
著

し

い
。

 

表

5

は

「
社

内

セ

ミ
ナ

ー
」
場

面

の
各

∋
o
<
①

の
使

用
人

数

の
割

合

を
示
し

た
も

の
で
あ

る
。

 

「
社

内

セ
ミ

ナ
i
」

で
は
、

「
仕
事

」

の
場

面

と

同

じ

く
、

日
本

語

の
場

合

は
相

手

を

問

わ

ず
、

「
依
頼

」
、

「
情
報

提
供

」

の
割

合

が
も

っ
と
も
多

く
、

そ

の
次

に

「
謝
罪

」
が

く

る
。

そ
れ

に
対

し

て
、

タ
イ

語

に
お

い
て
は
上

司

の
場
合

、

「
依
頼

」

が
も

っ
と
も
多

く
、

二
番
目

に
は

「情

報
提

供

」
、
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表5 「社 内 セ ミナー」場 面の 各moveの 使用 人 数の 割合

上  司 同僚 ・親 同僚 ・疎

move 日本人 タイ人 日本人 タイ人 日本人 タイ人

依頼 ・勧誘 94% 91% 94% 94% 91% 91%

呼びかけ 19% 64% 9% 31% 14% 28%

言い淀 み 2% 0% 7% 9% 4% 1%

話題予告 10% 4% 4% 1% 6% 2%

情報提供 59% 62 61% 64 64% 61%

願望 4% 1% 1% o/ 4% 0%

情報要求(質 問) 15% 17% 13% 14% 15% 13%

情報要求(許可) 7% 1% 1% o/ 3% o/

謝罪 ・恐縮 69% 22% 51% 18% 56 21%

保障 3% 3% 3% 5% 2% 7%

限定 2% 2% 3% 1% 2% 0%

前提 7% 15% 2% 7% 7% 17%
  一

補償 12% 46% 23% 49% 22% 58%

賞賛 31% 27% 5% 7% 4% 3%

懇願 ・念押 し 23% 6% 17% 23% 17% 17%

礼 0% 7% 1% o/ o% 6%

心配 2% o/ 5% o/ 4% o/

謙遜 o% 0% o% 0% 0% 0%

遠慮 0% o/ 1% o/ 0% 1%

挨拶 0% 1% 0% 2% 0% 5%

その他 0% 0% 6% 2% 4% 1%

三
番
目

に

「
呼
び

か
け
」

と

い
う

順

の
出
現

件
数

と

な

る
。
そ

し

て
、

親

し

い
同

僚

と
同

僚

の
場

合

、

「依

頼

」

が
も

っ
と
も

多

く
あ

ら

わ

れ
、

そ

の
次

が

「
補

償
」
、

三
番

目

に
多

い
の
が

「
情

報

提

供

」

に
な

っ
て

い
る
。

 

タ

イ
語

の
、
上

司

に
対

し

て
の
使
用

件
数

を
見

る

と
、

「呼

び

か
け
」

が

「補

償

」

よ

り
若

干
多

い
が

、
親

し

い
同

僚

と

同
僚

に
対

し

て

は
、

「
呼

び

か
け
」
が

そ

れ
ほ
ど
使

用
さ

れ

て

い
な

い
。

上

司

に
対

し

て

は
、
「
呼

び

か

け
」
が

多

く

使

わ

れ

て
、
親

し

い
同
僚

と
同
僚

に
対

し

て
あ

ま

り
使

用

し

て

い
な

い
。

 

「謝

罪
」

の
割

合

に

つ

い

て

は
、

「
仕

事
」

や

「
チ

ャ
リ

テ

ィ
ー
」

と
同
じ
く

日
本
語

と
タ

イ
語

で

は
顕
著

な
差

が
見

ら
れ
、

ま
た

「補

償

」

の
割

合

に

つ
い
て
も

、
タ

イ
語

の
四
〇
%

1
五

〇
%

に

対

し

て
、

日
本

語

で
は
相
手

を
問

わ
ず

一
〇
%

1

二
〇

%
程
度

に
留
ま

っ
て

お
り
、
日

本
語

タ

イ
語

間

の
差

が
大

き

い
。

 

つ
ま
り
、

「
社

内

セ

ミ
ナ

ー
」

に

お

い
て

は
、

日
本

語

で
は
相

手
を

問
わ
ず

「
依
頼

」
、

「
情
報

提

供
」

に

「
謝
罪

」
が
加

え

ら
れ

る
。

そ

れ

に
対

し

て
タ
イ
語

で
は

「
依
頼

」

と

「
情
報

提
供

」

を
基

本

と

し
、

「
呼

び

か
け
」

あ

る

い

は

「
補

償

」

が

加

え
ら

れ

る
と
言

え
る
。
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表6 「パ ーテ ィー」場面 の各moveの 使 用 人数 の割 合

上  司 同僚 ・親 同僚 ・疎

move 日本人 タイ人 日本人 タイ人 日本人 タイ人

依頼 ・勧誘 96% 96% 94% 99 89% 96%

呼びかけ 21% 64 7% 28% 13% 28%

言い淀 み 2% 1% 5% 12% 2% 3%

話題予告 6% 0% 3% 0% 2% 1%

情報提供 85% 70% 83% 72 85% 71%

願望 15% 4% 3% 1% 7% 0%

情報要求(質 問) 31% 27% 21% 15% 27% 26%

情報要求(許 可) 4% 0% 2% o/ 3% o/

謝罪 ・恐縮 37% 42 23% 22% 26% 33%

保障 5% 24% 6% 28% 6% 29%

限定 1% 0% 1% o/ o/ o%

前提 32 31% 14% 13% 36% 32

補償 31% 23% 40% 43% 29% 44%
一

賞賛 10% 38% 2% 7% 2% 8%

懇願 ・念押 し 17% 9% 14% 30% 13% 19%
一

礼 o/ 3% 0% 0% 0% o/

心配 0% 0% 0% 0% 0% 0%

謙遜 6% o/ 2% o/ 5% o/

遠慮 o/ 1% o/ 2% o/ 3%

挨拶 o% 2% o% 1% o/ 3%

その他 5% 0% 6% 0% 5% o/

 

表

6
は

「
パ

ー
テ

ィ
ー
」
場
面

の
各

ヨ
o
<
Φ
の

使

用
人

数

の
割

合

を
示

し
た
も

の

で
あ

る
。

 

「
パ

ー

テ

ィ
ー
」

で

は
、

日

タ

イ
両

言

語

と

も

「
依

頼

」
が

一
番

多

く

、
そ

の
次

に

「
情

報

提

供

」

で
あ

る
が
、

三
番

目

に
多

く
あ

ら

わ
れ

る

の

は
日
本

語

に

お

い
て

は
上
司

の
場
合

、

「謝

罪

」
、

親

し

い
同
僚

の
場
合

、

「
補
償
」
、
同
僚

の
場
合

、

「
前
提

」

と
な

る
。

一
方

、

タ
イ
語

に
お

い
て
は

上
司

の
場
合

、

「呼

び

か
け
」
、

親
し

い
同

僚

と
同

僚

の
場

合
、

「
補
償

」

の
結
果

と
な

っ
た

。

 

「
呼

び

か
け
」

は
場

面

一
、

二
、

三

と

同

じ

く

日
本

語

で

の
使

用

件

数

は
少

な

い
。

し

か

し
、

「
謝

罪
」

に
お

い
て

は
、
他

の
場
面

と
違

っ
て
タ

イ
語

で
も
全

体
的

に
日

本
語

と
同
程

度

の
使

用
件

数

で
あ

る
。

こ
れ
は
、

筆
者

が
設
問

に

「
家

が
遠

い
」

と

い
う

こ
と
が
条

件

と
し

て
設

定

し
た

こ

と

が
原

因

で
あ
る

と
考

え

ら
れ

る
が
、

こ
こ

か
ら
興

味

深

い
デ

ー
タ

が
浮

か
び

上

が

っ
た
。

「
保
障

」

と

「
賞
賛

」

に

つ
い
て
両
言
語

の
使

用
件

数

を
比

較
し

て

み
る
と
、

タ
イ

人

と
日
本
人

の
言

語

行
動

の
特

徴

が

は

っ
き

り
見

ら

れ

る

の

で
あ

る
。

「
謝

罪
」

と

「
保
障

」
と

「
賞
賛

」

の
出

現

件
数

を
並

べ
て
み

る
と
、

日
本
語

で

は
、

「
謝

罪
」

が
多

く
、

「
保

障

」

と

「
賞

賛

」

が

相

手

を

問

わ

ず

少

な

い
。

そ

れ

に
対

し

て
タ
イ
語

で
は
、

上
司

に
対

し
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て
は

「
謝
罪

」

と

「
賞
賛

」

が
同
程

度

、
親

し

い
同
僚

に
対

し
て

は

「
保

障

」

の
ほ
う

が

「謝

罪
」

よ

り
若

干
多

く
、

同
僚

に
対

し

て
は

「
謝

罪
」

の
ほ
う
が
若

干
多

い
が
、

ほ

と
ん

ど
同

程
度

で
あ

る
。

 

ア

ン
ケ
ー
ト

の
回
答
内

容

を

み
る

と
、

日
本
語

で

は

「
家

が
遠

い
」

と

い
う

こ

と
に
対

し
て
恐
縮

の
意
味

を
示

し

た
後

に

「
依
頼

」

あ
る

い
は
最

後

に

「
謝

罪

」
と

い
う
順

番

で
あ

る

の

に
対

し

て
、

タ

イ
語

で

は

「
謝

罪
」

の
後

に
、

上
司

に
は

「賞

賛

」
、
親

し

い
同
僚

と

同
僚

に
対

し

て

は

「保

障

」
が
添

え
ら

れ

る
。

つ
ま

り
、

タ

イ

人

で

は

「家

が
遠

い

で
す

が
、

渋
滞

が
な

い
し
、

バ

ス
が
多

い
」

あ

る

い
は

「
車

で
迎

え

に
い
く

か

ら
」

「
帰

り

は
車

で
家

に
送

る

か
ら

心

配

し
な

い
で
」

と

い
う
。

ま

た
、

タ

イ
語

の
場

合
、

新

し

い
同
僚

と
同
僚

に
対

し

て

「
補
償

」

が
三
番

目

に

あ

ら
わ

れ

る
が
、

「
上

司
」

に
対

し

て

は

「
補

償
」

よ

り

も
多

く
あ

ら
わ

れ

る

の
は

「
賞
賛

」

で
あ

る
。

五
 
考
察

五
1
一 

発

話

機

能

と

聞

き

手

の

負

担

を

減

少

さ

せ

る

ス
ト

ラ

テ
ジ

ー

 

五
⊥

⊥

 

 日
本

語
話
者

と
タ

イ
語

話
者

の
ス
ト

ラ
テ

ジ
ー

の
選

択

 

「
仕
事

」

の
場

面

は
仕

事

上

の
典

型

的
な

「
依
頼

」
行

為

で
あ

る
た
め
、

相

手

の
負
担

が

容
易

に
想
像

で
き

る
こ
と

か
ら
、

そ

の
負

担

へ
の
恐
縮
を

表

現
す

る
た

め
に
、
多

く

の
割
合

の
日
本

人
が

「
謝
罪

」
を
使

用

す
る
。

し
か
し
、

タ
イ
語

で
は

「
謝

罪
」

の
数

が
少

な

い
。

 

「
社
内

セ
ミ
ナ

ー
」

は
、
仕

事

上

の

「勧

誘

」

と
し

て
設
定

し
た

が
、

日
本

人

に
と

っ
て

は
、
相
手

の
利

益

に
な

る
内
容

で
あ

っ
て
も
、
仕

事

に

関

す

る
こ
と

は
全

て

「
依
頼

」

と
し

て
認
識

し

、
ま

た
、
仕

事
上

の
関
係

者

で
あ

る
相
手

に

つ
い
て
は
、
相

手

の
仕
事

の
状

況

を
懸
念

し
、

そ

の
結

果

、
他

の

「
依

頼
」

両
場

面

と
同

じ
く
、

相
手

へ
の
恐

縮

の
意

味

を
示

す

「謝

罪
」

の
出

現
数

が
負

担

の
度
合

に
沿

っ
て
多
く

な

っ
て

い
る
と
考

え

ら

れ

る
。

 

一
方

、

タ
イ

人

は
、

「社

内

セ
ミ

ナ
ー
」

は
相

手

の
利
益

に

な

る
行

為

で
あ

る
と
認
識

す

る
た

め
、

相
手

に
メ
リ

ッ
ト

に
な
る

こ
と
を
強

調

す
る

ス

ト
ラ

テ
ジ

ー
を

使

っ
て
、

相

手

へ
の
共
感

を
訴

え

る
傾

向

が
見

ら

れ

る
。

 

プ

ラ
イ

ベ
ー

ト
の

「勧

誘

」

で
あ
る

「
パ

ー
テ

ィ
ー
」

の
場
面

で

は
、

日

本

人

は
、

「
家

が
遠

く

て
申

し
訳

な

い
、
来

て

も
ら
う

の
が

悪

い
」

と

い
う
恐
縮

の
意

味

を
示

し

て
、
相
手

の
負

担

を
軽
減

す
る

の

に
対

し

て
、

タ
イ

人

は
親

し

い
同
僚

と
同
僚

に
対

し

て
、

「
家

が
遠

い
で
す

が
、

私

が

迎

え

に
行

く
、

ど
う

し

て
も
来

て
ほ
し

い
」

と

い
う
誠

意
を

示

し
て
、

相

手

へ
の
敬
意

を
表

す
。

ま
た

、
自
分

よ

り
地
位

の
上

の
人

に
対

し

て
は
、

メ
リ

ッ
ト
を

強
調

す

る
よ

り
、
相

手
を
賞

賛

す
る

こ
と
が
、

相
手

の
フ

ェ

イ

ス
を
保

ち

つ

つ
敬
意

を
示

す
。

「
補

償

」
と

「
賞
賛

」

は
、
聞

き
手

へ

敬

意

や
誠
意

を
示

す
た

め

に
、

タ
イ
人

と

の

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー

シ

ョ
ン
に
は

有

力

な

ス
ト

ラ

テ
ジ

ー

で
あ

る

と
言

え

る
。

そ

の

こ
と

は
、

特

に

「
勧

誘

」

の
両
場

面

に
お

い

て
、

上

司

に
対

し

て
は
、

「賞

賛

」

の
出

現

率

が

親

し

い
同
僚

と
同
僚

よ

り
多

い
こ
と
と
親

し

い
同
僚

と
同
僚

に
対

し

て

は

「
賞
賛

」

よ
り

「補

償

」
が

多

い

こ
と

か
ら

も
伺

え
る
。

 
五
⊥

ー
二
 

「
情
報
提

供
」

の
使

い
方

の
違

い

 
「
情

報
提

供

」

は
、

日

タ

イ
両

語

に

お

い
て
使

用
頻
度

が

多

い
こ

と

は

明
ら

か

に
な

っ
た
が
、

使

い
方

に
は

そ
れ
ぞ

れ
特
徴

が
あ

る
。

デ

ー
タ
を

み
る
と
、

タ
イ
語

で
は

「
9

覧

①
㊤
P

g

O
ポ
㊤
P

9

り
o
臼
こ

を
使

っ
て
の
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状

況
あ

る

い
は
事
情

説
明

が

二
二
六
件

あ

っ
た
。

こ
れ

ら
の
言

葉

は
日
本

語

の

「
情
報
提

供
」

に
は
見
ら

れ
な

い
。

 

「
9

鴨
①
①
コ
」
と

「げ
9

♂
①
ロ
」
は
本

来

「
偶
然

」
の
意
味

で
、
「
9

8

α
一一」

は
本
来

「
ち

ょ
う

ど
」

の
意
味

の
言

葉

で
あ

る

が
、

「
依
頼

・
勧

誘

」
行

為

に
お

い
て
は
、
依

頼
者

が
意

図
的

に
相
手

の
自

由
を
侵

害

し
よ
う

と
し

て

い
る
わ
け

で
は

な

い
、

と

い
う

こ
と
を
伝

え

て
相

手

の
心
的

な
負
担

を

軽

減

す

る

ス
ト

ラ

テ

ジ

ー

の

一
種

と

し

て
使

用

さ

れ

て

い

る

(国
ギ

鋤
芝
鋤
ロ

(き
O
O
)
)
。

 

日

タ
イ
異
文

化
間

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
場

に

お

い
て
、

タ

イ
語

を

話

す
日

本
人
が

「
9

p。
9
Φ
①
員

げ
鋤
粍

㊤
㊤
員

9

8
象

」
を
、

こ

れ
ら

の
単
語

の
本
来

の
意
味

と

し

て
の
み
捉

え
、
配

慮

の

ス
ト
ラ

テ
ジ

ー

と
し

て

の
使

い
方
を

知
ら

な

い
場

合
、

誤
解

が
生

じ

る
原

因

の

一
つ
に
な

り
得

る
と
考

え
ら

れ
る
。

 

五
-
一
-
三
 

「
謝

罪
」

の
使

い
方

の
違

い

 

「
謝

罪
」

は
、

日
タ

イ
両

言
語

間

に
お
け

る
出

現
件

数

の
差

が

と

り

わ

け
大

き

い
機
能

の

一
つ
で
あ

る
。

こ
れ

は
日
本
人

と
タ

イ
人

の

「
依

頼

・

勧

誘
」

行
為

へ
の
認

識

の
違

い
に
よ
る
も

の

と
思

わ

れ
る
。

 

北

尾

(
一
九

八

八
)

は
、
「
日

本

で

は
人

々
の
交

わ

り
自

体

が
負

担

に

な

る
度

合
が
強

い
。

こ
れ
は
同

じ
組

織
内

で
顕
著

で
、

単

に
依

頼

の
よ
う

に
本
来

相
手

に
負
担

を

か
け

る
も

の

の
み
で
な
く

、
招
待

や
申

し
出

で
も

こ

の
傾

向
が
あ

る
。

こ
れ
は
日

本

で
は
負
債

の
概

念
が
強

く
、

人

に
負
債

を
持

ち

た
く

な

い
自

己

保
存

の
欲
求

が

強

い
。
」

と
述

べ
て

い
る
。

つ
ま

り
、

日
本

人

は

「依

頼

・
勧

誘

」
行

為

自

体

に
負

担

を
強

く

感

じ

る

た

め
、

そ

の
行

為

の
内

容

に
関

わ

ら
ず

、

「依

頼

・
勧
誘

」
行

為

に
よ

っ
て

相

手

が
負

う
負

担

に
対

し

て
、

「
謝

罪
」

が
多

く
使

用

さ
れ

て

い
る

の

で

あ
ろ

う
。

 

し

か
し
、

タ

イ
人

は
、
困

っ
て

い
る

人
を
助

け

る
こ
と

は
、
徳

を
積

む

こ
と

に
な

り
、
自

分

に
と

っ
て
利

益

に
な
る
行

為

で
あ

る

こ

と
を
認

識
し

て

い
る

た

め
、
依

頼
者

側

も
被

依
頼

者

側

も
、
「
お
互

い
持

ち

つ
持

た

れ

つ
」

の
意
識

が
高

く
、

「
依
頼

」
行

為

に
お

い
て
、
負
債

の
概

念

が
低

い
。

そ

の
た
め
、

相
手

へ
の
心
的
負

担

を
軽
減

す

る
た
め

の

「
謝

罪
」

の
機

能

を
使

う

こ
と
が
少

な

い
。

こ
れ

は
、
日
本

語

に
お

い
て

「
謝

罪
」

が

す

べ

て

の
場
面

で
よ

く
用

い
ら

れ
る

の

に
対

し

て
、

タ
イ
語

の
場

合

に

お

い
て

は
ど

の
場
面

で
も
使

用

頻

度

が

か

な

り
低

い
と

い
う

結

果

か

ら

も
分

か

る
。

 

五
-
一
-
四
 

「
呼
び

か
け
」

の
使

い
方

の
違

い

 
「
呼

び

か

け
」
も

「
謝

罪
」

と
同

様
、

日

タ
イ
間

に
大

き

な

差

が
あ

ら

わ

れ
た
。

「
呼

び

か
け

」

の
使

用

は
、

日
本

人

よ
り

タ

イ
人

に
明

ら

か

に

多

い
。
特

に
上

司

に
対

し

て
は
、

ど

の
場
面

に
お

い
て
も

、
日

本
人

の
約

三
倍

の
数

が
使

わ
れ

て

い
る
。

 
日

本
人

・
タ

イ
人

の
、

そ
れ

ぞ
れ

の

「
呼
び

か

け
」

の
使

い
分

け

の
頻

度
を

示

し
た
も

の
が
、

表

7

で
あ
る
。

 

日
本
人

回
答

者

の
意

見

に
よ

る
と
、

日
本

人
が
上

司

に
対

し

て
使

う
呼

称
と

し

て
、
役

職
名

を
使
う

場
合

と
相

手

の
名

前
を
直

接

呼

ぶ
場
合

と
が

あ

る

が
、

ど

ち
ら

を
使

う

か
は

企
業

内

で

の
習
慣

あ

る

い
は

決

ま

り
ご

と
」

に
よ
る
も

の
で
あ
り
、

役
職

名
を

使
う

こ
と

に
特
別

の
意

味

は
な

い

と

い
う
。

 

こ
れ

に
対

し
、

タ

イ
人

が
上

司

に
よ
く
使

う

7
口
p。
轟

鋤

(
上

司
)

は

上
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表7 日 タイの 「呼び か け」の使 い分 け

上  司 同僚 ・親 同僚 ・疎

日本人 タイ人 日本人 タイ人 日本人 タイ人

相手の名前 44 18 34 57 57 81

職業名称 38 244 4 3 3 0

親戚名称 0 29 0 4 0 17

対称代名詞 0 4 0 92 1 45

表8 日タイの発話の中の呼称の使い分け

上  司 同僚 ・親 同僚 ・疎

日本人 タイ人 日本人 タイ人 日本人 タイ人

相手の名前 62 17 17 13 46 40

職業名称 33 349 3 0 2 4

親戚名称 2 49 1 1 2 14

対称代名詞 0 51 6 188 2 176

の
者

は
下

の
者

の
面

倒
を

見
な

け
れ
ば

な
ら

な

い
、

と

い
う

タ
イ
人

特
有

の
文
化

風
習

に
よ

り
上
下

関
係

を
は

っ
き

り
さ

せ
、

上

司
は

部
下

に
応

え

る

べ
き

で
あ
る

と

い
う

立
場

上

の
責

任
感

を
感

じ
、
部

下

の
側
も

そ

れ
を

期

待

し

て
こ

の
呼

称
を
使

う
。

タ
イ

人

の
、

目
上

の
人

に
対

す

る
甘

え

の

一
種

で
あ

る
と

も
考

え
ら
れ

る
。

 

聞

き
手

と

の
上

下
関
係

や
親

密
度

を
明
確

に
す
る

こ
と

で
聞

き
手

の
負

担

を
軽

減

す
る

こ
と

が
で
き

る
が
、

タ

イ
人
は

「
呼
び

か

け
」

で

こ
れ
を

 

五
-
一
ー
五
 

「
補
償
」

の
使

い
方

の
違

い

 

「
補
償

」

は
、
タ

イ

人

で
は

ム
ー
ブ

の
使

用

数

が

3
番

目

に
多

く

、
全

体

的

に
日
本
人

よ

り
多

い
。

特

に

「
チ

ャ
リ

テ

ィ
i
」

と

「
社

内

セ
ミ

ナ

ー
」

で
は

タ
イ
人

と
日
本

人

の
使

用
数

の
差

が
大

き

い
。

一
方

日
本

人

に

明
確

に
す

る
傾
向

が
あ

り
、
例

え

ば
、
上

司

に
は

「姦

鋤
轟

鋤
」

(
上

司
)

を
使

っ
て
、
相
手

が
上

司

で
あ
る

こ
と
を

意
識

さ

せ
、

親

し

い
同

僚

や
同

僚

に
対

し

て

は

「喜

置

(
お
姉

さ

ん
、

お

兄

さ

ん
)
、

「
ま

⇔
O
」

(妹

さ

ん

、
弟

さ

ん

)
、

「
評
cり
cn
」

「
墨

巴
」

(
き

み
)
、

「
9

8

き

」

(友

達

)
、

「日
日
d
」

(
お
ま
え
)

な
ど
仲

間
意
識

を
持

つ
呼
び

方

で
、
親

密

度

が
高

い
こ
と

を
強

調
す

る
傾
向

に
あ

る
と
言

え
る
。

 

ま

た
、
「
呼

び

か

け
」

の
機
能

の
他

、
発

話

の
中

に
相

手

を

呼

ぶ

対
称

詞

が

日
タ
イ

両
言
語

の
間

で
ど

の
よ

う

に
使

っ
て

い
る

か
も
調

べ
た
。

そ

れ
ぞ

れ

の
頻
度

を
示

し

た
の
は
、

表

8
で
あ

る
。

 

以
上

の
よ

う

に
、

発
話

の
中

で

の
呼

称

に

つ
い
て
も
、

日
本

人

よ
り

タ

イ
人

の

ほ
う

が
は

る

か

に
多

く
使

用

し

て

い
る
。

「
呼
び

か

け
」

の
使

用

件

数

と
あ
わ

せ

る
と
、
発

話

の
間

に
相

手

の
こ

と
を
呼

ぶ
回
数

が

日
本

人

と
顕
著

な
差

が
見

ら
れ

る
。

 

小
林

(
一
九
九

七
)

は
、
念
押

し

的

に
話

し
手

の
意

見

・
判

断

を
強

く

押

し
付

け

る

ニ
ュ
ア

ン

ス
で
呼

称
が

用

い
ら
れ

て

い
る
こ

と
も
あ

る

と

い

う
。

そ

の
た
め
、

日
本

人
同
士

で

は
、
日
本

人

の
適
度

な
頻
度

が

あ

り
、

そ

の
適

度

に
使

用
す

れ
ば

問
題

な

い
の
だ

が
、

そ

の
適

度

に
超

え
る

と
、

違
和

感
を
感

じ
、

押
し

付
け

る
度
合

が
高

く
な

る
。

つ
ま

り
、

タ
イ

人
並

み
の
使
用
頻

度

で
は
、

日
本

人

に
と

っ
て
は
押

し
付

け
が

ま
し

い
と

い
う

印
象

と
な

り
う

る
。
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 表9「 補 償 」の 種 類 の 「使 い 分 け」

50      100      150      200      250

 

0

口 おごる型

■ 内容がいい型

■ あなたのため型

お

い
て

は

「
パ

ー

テ

ィ
ー
で
は

見
ら

れ

る
が
、

他

の
場
面

で

の

使

用

は

少

な

い
。

日

タ
イ
両

言

語

の

「
補

償
」

の
内

容
を

み

る

と
、

四

-

一
で
紹
介

し
た

よ
う

に
、

大
き

く

三

つ
に
分
類

で

き
る
。

そ

の

使

い
分

け
を
表

9

で
示

す
。

 
表

9
か
ら

わ

か

る
よ

う

に
、

タ

イ
人

の
補
償

の

内

容

は
、

一あ

な

た

の
た

め
型

」

が
ほ

と

ん

ど

で
あ

る
。

そ

れ

に

対

し

て
、

日
本

人

は

タ

イ
人

よ
り
全

体

の
使

用
頻

度

は
少

な

い
も

の
の
、

「
パ

ー

テ

ィ
i
」

の
場

面

で

は

「内

容
自

体
が

い
い
型
」

が
多

い
。

 

タ
イ
人

は
、

相
手

の
協
力

を
請

う

際

に
、
相

手

に
と

っ
て

の
利

点
、

つ

ま
り
相

手

に

と

っ
て

そ

の
行

事

が

ど

ん

な

に

い

い
か
を

説

明

す

る

こ
と

で
、
間
接

的

に
相
手

の
負
担

を
軽

減

す

る
と
考

え
ら

れ

る
。

一
方

、

日
本

人

は
、

「
補
償

」

そ

の
も

の
を

あ
ま

り

使

わ
な

い
が
、
使

用

す

る
場

合

、

相

手

の
メ
リ

ッ
ト
を

強
調

す

る
よ
り

、
そ

の
も

の
自
体

が

い
い
こ
と

を
客

観

的

に
伝

え

た
う
え

で
、
参

加

不
参

加

に

つ
い
て

は
相

手

に
決
断

を

委
ね

る

こ
と

で
、
相

手

の
負

担

を
間
接

的

に
軽

減
す

る

と
考

え
ら

れ
る
。

 

タ
イ

人

の

「
補

償

」

の
使

用

数

を
場

面
別

に

み
る

と
、

「
チ

ャ

リ

テ

ィ

ー
」

に

お

い
て
特

に
多

く
使

用

し

て

い
る
。

こ
れ

は

タ
イ

人

に
と

っ
て

「
チ

ャ
リ

テ
ィ
ー
」

の
場

面

は
、

相

手

に
絶
対

的
な
利

益

が
あ

る

と
認
識

し

て
い
る
た

め
と
考

え

ら
れ

る
。

例

を
挙
げ

る
と

「鎚

≦

ヨ
臨
惑

9
0
鎚

-

房

巴

0
8

犀
鎚

昌
7
¢
ω
α
昌
o
鷺

ヨ
⇔
餌
げ
曲

9

⇔
巴

『
雪

昏
o
日
げ
ニ
ロ
6
塑
9
コ
三
剛

ω
鋤
コ
⇔
評
ヨ
鋤
騨
冒

一8

凶
昌
鴨

昌
餅
犀
匹
〇
三
三

閃
3

鑓

α
帥
O
。。
偽
0
8

①
臣

富
9
感
d

匹
鋤
巴

げ
ロ
5
諏
9
ω
o
口
ゆ
ア
9
同障

α
O
巴

昌
腎

(チ

ャ
リ

テ

ィ
ー

コ
ン
サ

ー
ト

の

チ
ケ

ッ
ト
が
あ

る
ん

で
す
。
皆

で

一
緒

に
協
力

し

て
徳

を
積

ん
で
も

ら

お

う
と
思

っ
て
。

と

て
も
楽

し

い
イ

ベ

ン
ト
な

ん

で
す

よ
。

歌
手

も

ス
ー

パ

ー

ス
タ

ー

レ
ベ

ル

で
、
楽

し

み

な
が

ら

徳

も
積

む

こ

と
も

で
き

る

ん

で

す
。
)

(↓
Q。
卜。
・N
b
)
」

と

い
う

よ

う

に
、

メ

リ

ッ
ト
を
強

調

す

る
も

の
が
多

い
。

一
方
、

日
本
人

に
は

こ
の
よ
う

な
使

い
方

が

な

い
。

こ
れ
は
、

タ

イ

人

と
日
本
人

の
こ
の
場

面

の

「
依
頼

・
勧

誘
」

行
為

の
内

容

の
認
識

の
違

い
よ

る
も

の
で
あ

ろ
う

。

 

笹
川

(
一
九
九

九
)

は
タ

イ
語

で
は
依

頼

は
相
手

の
た
め

に
す

る
行
為

と

い
う

こ
と
が
前
提

と
し

て
表

現

さ
れ

て

い
る

と
述

べ
て

い
る
。
本

稿

の
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「
補
償

」

の

「
あ
な

た

の
た

め
型
」

の
全
体

の
使
用
件

数

を

み
る
と
、
笹

川

の
言

う

よ
う

に
、

タ
イ
語

で
は
依
頼

は
相
手

の
た

め

に
す
る
行

為

と

い

う

こ
と
が
前

提

と

さ
れ

て

い
る
こ

と
に
な

る
。
確

か

に
こ
の
傾
向

は
あ

る

も

の

の
、

場

面
別

に
見

る

と
、
「
仕

事
」

の
場

面

で
は
殆

ど

使

用

さ

れ

て

い
な

い
こ
と
が

わ

か
る
。

つ
ま
り
、

明
ら

か

に
相
手

に
利

益

で
は
な

く
負

担
を

か
け

る
内
容

に
関

し

て

は
、

「
補
償

」

は
使

わ
な

い
傾

向

が
強

い
。

そ

の
代

わ

り
、

こ

の
場
合

、

「
呼
び

か
け
」
を

使

っ
て
相

手

に
親

密

感

を

与
え

る

こ
と

で
、
相
手

と

の
心

的
距
離

を
縮

め

る
ス
ト

ラ
テ
ジ

ー
を
使

用

す

る
傾

向

に
あ

る

と
考

え

ら

れ
る
。

日本 人 とタイ人の 機能 の組 み合 わせパ ター ン表10

国  ○△一 ○のみ △のみ △○ △ △○  一 計

日本 25 30 44 520 660 1279

タ イ 172 26 113 641 380 1332

計 197 56 157 1161 1040 2611

 

五
1
一
ー
六
 

「
依

頼

・
勧

誘
」

行
為

の
パ

タ

ー

 

 

 
 

 
ン
の
違

い

 
次

は
、

「
依
頼

・
勧

誘
」

の
発
話

に
あ

ら

わ

れ

た

ヨ
○
<
Φ
の
機

能
が

ど

の
よ
う

に
構
成

さ
れ

て

い

る

か
、

つ
ま

り
、

「
依
頼

・
勧

誘

」
行

為

が

ど

の

よ

う
な

発
話
機

能

の
組

み
合

わ

せ
で
、

ど

の
よ
う

な

順
序

で
な

さ
れ

る

の
か
、

そ

の
構
造

に

つ
い
て

考
察

す
る
。
核

と
な

る

「依

頼

・
勧
誘

」

と
そ
れ

を

支
持

す

る
機

能

の
組

み
合

わ

せ
を
示

し
た

も

の

が

、
表

10

で

あ

る
。

な

お
、
表

の
中

の

「
0
」

は
、
核

と
な

る

「依

頼

・
勧

誘
」

の
機
能

、

「
△
」

は

「
依
頼

・
勧

誘
」

の
機
能

を
支

持
す

る
も

の
を

示

す
。

 

デ

ー

タ

か
ら

得

ら

れ

た
組

合

わ

せ

パ

タ

ー

ン

は
、

日

タ

イ
両

言

語

と

も
、
五

パ

タ

ー

ン

で
あ

る
。

「
依

頼

・
勧

誘
」

の
機

能

だ
け

を
使

っ
て
あ

か
ら

さ

ま

に

「
依

頼

・

勧
誘

」

行
為

を
行

う
も

の
は
、

日

タ
イ
両
言

語

と
も
少

な

い
。

日

本
語

で

も

っ
と
多

く

使

用
さ

れ

る
パ

タ

ー

ン
は
、
「
依
頼

・
勧

誘

」

の
機

能

を

支

持

す

る
機
能

を
述

べ
て

か
ら
、
核

と
な

る

「
依
頼

・
勧

誘
」

を
伝

え
、

つ

ま
り
、

「
△
0
 
=

の
パ

タ
ー

ン
で
あ

る
。
そ

れ

に
対

し

て
、

タ
イ
語

話

者

が

最

も
多

く
使

用

さ

れ
る

パ
タ

ー

ン
は
、

「
依
頼

・
勧

誘

」

の
意

図

を

伝

え

た
後

も
、
支

持

す
る
機
能

を
述

べ
る
と

い
う

「
△
0

△
」

の
パ

タ
ー

ン
で
あ

る
。

つ
ま
り
、

核

と
な
る

「
依
頼

・
勧
誘

」

の
機

能

を
言

い
出

す

前

に
、

支
持

す

る
…機
能

を
言

う
、
あ

る

い
は
、

さ
ら

に

「
依
頼

・
勧
誘

」

の
後
も

支
持

す

る
機
能

を
言

う
も

の
が
日

タ
イ
両

言
語

と
も

多

い
。

 

日
本

語

と
タ

イ
語

で
頻
度

の
差

が
違

う

の

は
、

「

一
〇

△
」

と

「
△

の

み
」

の
両

パ
タ

ー

ン
で
あ

る
。

ど

ち
ら
も

タ
イ
語

話
者

の
ほ

う
が

多
く

使

用

し

て

い
る
。
前

置

き
が
な

く
、
突

然
依
頼

を
言

い
出

す

と

い
う

「
 

一

〇

△
」

の
パ
タ

ー

ン
を
、

タ
イ
人

が
日
本

人

に
使

用

す
る

と
、

タ
イ

人
が

強

引
だ

と
思

わ

れ
る
可

能
性

が
考

え
ら

れ
る
。

 

一
方

、

「
依
頼

・
勧

誘
」
を

使

わ
ず

、

「
情
報
提

供

」
あ

る

い

は

「
質

問

」
な

ど

ヒ

ン

ト

を

与

え

て
、
相

手

に

「
依

頼

・
勧
誘

」

の
意

図
を

間
接
的

に
伝

え
て

「
依
頼

・
勧

誘
」
行

為

を
達

成

し
よ

う

と
す

る
も

の
、

つ
ま

り

「
△

の
み
」

の
パ
タ

ー

ン

が
、

日
本
語

の
四
四
件

対

し
て
、

タ
イ
語

に
お

い

て
は

三
倍

の

一
=
二
件

と

い
う
結

果
と
な

っ
た
。

 

さ

ら

に
日
本
語

話
者

と

タ
イ
語
話

者

の
相
手

別

の
使

用
率

は
表

11

で
示
し

た
と

お
り

で
あ

っ
た
。

 

表

11
を

見
る

と
、

タ
イ
語

話
者

も
日
本

人

も
上

日タ イの 「△の み」使 用 率表11

日本人 タイ人

上司 32 35%

同僚 ・親 32% 21%

同僚 ・疎 36% 43%
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表12 日タ イの 「依 頼 ・勧 誘」 のパ ター ン

日  本 タ   イ

パター ン 下位 数 パ ター ン 下位 数

△△○ 情報提供+謝 罪+依 頼 54 △△○ 呼びかけ+情 報提供+依 頼 79

情報提供+前 提+依 頼 49 謝罪+情 報提供+依 頼 16

謝罪+情 報提供+依 頼 46 情報提供+情 報提供+依 頼 8

合 計 242件 158件

△○ 情報提供+依 頼 90 △△○△ 呼びかけ+情 報提供+依 頼+補 償 14

謝罪+依 頼 84 呼びかけ+情 報提供+依 頼+質 問 10

情報提供+前 提+依 頼+補 償 8

合 計 194件 127件

△△△○ 情報提供+謝 罪+前 提+依 頼 10 △○△ 情報提供+依 頼+補 償 16

謝罪+情 報提供+謝 罪+依 頼 9 呼びかけ+依 頼+補 償 16

話題予告+情 報提供+謝 罪+依 頼 7 情報提供+依 頼+懇 願 14

合 計 126件 110件

司
と
親

し

い
同
僚

よ
り

、
疎

の
関
係

に
あ

る
同
僚

に
対

し

て
、

意
図

を
直

接

的
表

現

せ
ず

、
情

報

を
与

え
る

ス
ト

ラ

テ
ジ

ー
を
使
用

し

て

い
る
。

つ

ま
り
、

日
本

語
話
者

も

タ

イ
語
話
者

も

上
下

よ

り
親

疎

の
関
係

に
お

い
て

よ
り
気

を
遣

う

と

い
う

結
果

と
な

っ
た
。

 

次

に
、

す

べ
て
の
パ

タ

ー

ン
の
中

で
、
比

較
的

に
頻
度

の
高

い
上

位

三

の
パ

タ
ー

ン
を
示

し
、

各

パ
タ

ー

ン
を
構

成

す

る
発
話
機

能

と
、

そ
れ

ら

の
機
能

の
使

わ

れ
方
を

調

べ
る
。

日

タ
イ
両

言
語

そ
れ

ぞ
れ

に
お
け

る
発

話
機
能

の
出

現
件

数
を

示

し
た
も

の
が
表

12

で
あ

る
。

 

日

タ
イ
両

言
語

と
も

最
も
多

く

使
用

さ

れ
る

パ
タ

ー

ン
は
、

支
持

す

る

機
能

を

二

つ
述

べ
た
後

、

「
依
頼

・
勧

誘

」

を
使

う

パ
タ

ー

ン
で
、

ま

た

上
位

の
三

パ
タ

ー

ン
の
す

べ
て
は

、

二

つ
か
ら

四

つ
の

ヨ
o
<
Φ
が
使

わ

れ

て

い
る
。

「
依
頼

・
勧
誘

」

の
機
能

だ

け
、

ま
た

は
、

「依

頼

・
勧
誘

」

を

使
わ

な

い
も

の
は
上
位

に
は
あ
ら

わ

れ
て

い
な

い
。

 

日

本

語

に

お

い

て

は
、

「
依

頼

・
勧

誘

」
、

「
情

報

提

供

」
、

「
謝

罪
」
、

「
前
提

」

ま
た

は

「
話

題

予
告
」

に
よ

っ
て
構
成

さ

れ
、
ど

れ
も
支

持

す

る
機
能

を

一
つ
か
ら

三

つ
述

べ
て
か
ら

、
最

後

に

「
依
頼

・
勧

誘

」
機
能

で
締

め

く
く

る
。

一
方

、

タ

イ
語

に
お

い
て

は
、

「依

頼

・
勧

誘

」
、

「情

報
提

供
」
、

「
呼
び

か
け
」
、

「
補
償

」

ま
た

は

「質

問
」

に
よ

っ
て
構
成

さ

れ

る
の
が

基
本
的

な
構

成

と
な

っ
て
お
り
、

支
持

す

る
機

能

を
述

べ
て
か

ら

「依

頼

・
勧
誘

」

で
締

め
く
く

る

パ
タ

ー

ン
と
、
支
持

す

る
機
能

を
述

べ
た
後

に

「
依
頼

・
勧

誘

」
を
使

い
、

最
後

に
ま
た
支

持

す
る
機

能

で
締

め
く

く

る
パ
タ

ー

ン
が
あ

る
。

 

ま
た

「
依
頼

・
勧
誘

」

の
意
図

を
伝

え

る
直
前

の
機

能

に
注
目

を
し

て

み
る
と
、

日
本

語

で
は

「
謝
罪

」
あ

る

い
は

「前

提
」

の
機

能

の
使

用
が

多

い
が
、

タ

イ
語

で
は
た

い
て

い
の
場
合

「
情

報
提
供

」

を
し

て
か

ら
、
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す

ぐ

「
依

頼

・
勧
誘

」

の
意

図

を
伝

え

る
。

 

日
本

語

に

お

い
て
は
、

「
謝

罪
」

は
、

相
手

と
依

頼

者

の
心

的

負
担

を

軽
減

し
、

相

手

に
敬

意

を
示
す

代
表
的

な
機

能

で
あ

り
、

ま
た

「前

提
」

は
、

相
手

が
依

頼
者

の

「
依
頼

・
勧

誘
」

行
為

に
応

え
な

く

て
も

い
い
と

い
う
選
択

権

を
与

え
る
、

相
手

へ
の
配
慮

を
示

す

ス
ト
ラ

テ
ジ

ー
の

一
つ

だ

と
言

え

る
。

し

か
し

、

タ
イ
語

に

お

い

て
は
、

ど

の
パ

タ

ー

ン
に

も

「謝

罪

」
と

「
前
提

」

が
ほ

と
ん
ど
含

ま

れ

て

い
な

い
。

「依

頼

・
勧
誘

」

の
意

図

を
伝

え

る
直

前

の
機
能

の
ほ
と

ん
ど
が

「
情
報

提
供

」

と

い
う
結

果

と
な

っ
て

い
る
。

 

こ

の
、

使

用
す

る
支
持

機
能

の
差

異

か
ら
、

日
タ

イ
異
文

化
間

の

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
の
場

に

お

い
て
違

和
感

が
生

じ
、

双
方

の
不
愉

快
を
招

く

こ

と
も
十

分
あ

り
得

る
と
考

え
ら

れ

る
。

六
 
お
わ
り
に

 

以
上

、

「
依
頼

・
勧

誘
」

の
際

、
日

本

人

と
タ

イ
人

が

ど

ん

な
手

段

で

聞

き
手

の

口
Φ
σq
9
江
く
Φ
♂

o
①
を
保

ち

つ

つ
自

分

の
目
的

を

達
成

す

る

か
、

聞

き
手

の
負

担
を
減

少

さ
せ

る
配
慮

と

し
て
、

ど

の
よ
う

な

ス
ト
ラ

テ
ジ

ー
を
使

用
す

る

か
、

そ

れ
ぞ

れ

の
特

徴

や
背
景

の
差

異
を

比
較
考

察

し
、

そ
れ

ら

の
差

異

に
よ

っ
て
生

じ
う

る
日

タ
イ
間

の

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン

上

で
の
摩
擦

の
原
因

を
追

究

し
た
。

 

そ

の
結
果

、

日
本

人

と
タ

イ
人

が
使
用

し

て

い
る

「
依
頼

・
勧

誘
」

行

為

の
発
話

機
能

、

「依

頼

・
勧

誘
」

行

為

の
核

と
な

る

「
依
頼

・
勧

誘

」

表

現
、

そ

れ
ら

に
よ

る
聞

き
手

へ
の
心

理
的
負

担
を
減

少

す

る
方

法

、
ま

た

そ

の
ス
ト

ラ
テ
ジ

ー

に
差

異
が

見
ら

れ
た

。

こ
の
差
異

に
よ

っ
て
、
日

タ
イ

異
文
化

間

の

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
の
場

に
お

い
て
摩
擦

が
生

じ
、

双
方

の
不
快

感

を
招

く
可
能

性

が
あ

る
と
考

え
ら

れ
る
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ュ
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ケ
ー
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ョ
ン

の
現
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は
個

人
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も
あ

り
、

ま
た
、

誰
も

が
人
間
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持

す

る

た
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各
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が
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ス
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ラ

テ
ジ

ー

を
使
用

し

て

い
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う
。

そ

の
た
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今
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に
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ま

ざ
ま

な
場

面
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多
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の
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を
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に
、

日
タ
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間

の

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
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ン

の
違
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を
比
較
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し

て

い
き

た

い
。

ま

た
、
本

稿

の
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結
果

が
日

タ
イ
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ミ

ュ

ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
の
場

で
生
じ

る
摩

擦
を

少
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も
解

消

で
き

れ
ば
幸

い
で
あ

る
。
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